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細
菌
の
グ
ラ
ム
染
色
（
以
下
「
本
法
」
）
は
現
在
の
細
菌
感
染

症
の
迅
速
診
断
に
有
用
な
手
段
と
し
て
日
常
臨
床
に
広
く
利
用

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
染
色
法
の
発
見
は
一
八
八
四
年
（
明
治

十
七
）
○
胃
一
望
冨
己
の
国
ョ
（
ベ
ル
リ
ン
市
民
病
院
）
が
。

甸
号
底
且
閏
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
発
見
し
た
事
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。

本
法
の
本
邦
へ
の
最
初
の
紹
介
は
、
矢
部
辰
三
郎
が
一
八
八

五
年
（
明
治
十
八
）
東
京
医
事
新
誌
に
三
回
に
わ
た
り
「
バ
ク

テ
リ
ア
病
理
一
班
」
と
題
し
て
細
菌
検
査
法
を
述
べ
て
い
る
が

そ
の
中
で
「
組
織
内
バ
ク
テ
リ
ア
の
着
色
法
」
の
項
で
本
法
に

触
れ
て
お
り
「
バ
ク
テ
リ
ア
と
組
織
ト
ヲ
異
色
二
染
ム
ル
簡
明

ノ
良
法
ハ
グ
ラ
ム
氏
ノ
法
ニ
テ
切
片
ヲ
水
中
ョ
リ
撮
出
シ
（
後

略
こ
と
あ
る
。
続
い
て
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）
に
は
同
じ

28

細
菌
グ
ラ
ム
染
色
の
本
邦
に
お
け
る
初
期

の
紹
介
に
つ
い
て

会
田
恵

会
田
内
科
医
院

く
矢
部
が
「
ば
く
て
り
あ
病
理
新
説
」
と
題
し
て
米
国
の

困
・
⑦
ａ
一
①
「
国
胃
房
吋
国
四
口
ロ
ｓ
①
の
⑦
『
日
号
①
。
昌
呉
口
尉
①
画
吻
①
」

（
一
八
八
三
）
を
訳
し
出
版
し
て
る
が
、
こ
の
中
で
グ
ラ
ム
氏

に
つ
い
て
は
前
掲
の
発
表
同
様
の
記
載
で
あ
る
。

ま
た
一
八
八
六
年
（
明
治
十
九
）
に
は
今
井
政
公
が
「
病
床

顕
微
鏡
検
査
新
説
」
と
題
し
て
○
句
二
①
富
且
閂
及
び
園
の
廻
国
の

書
よ
り
訳
補
と
し
て
出
版
し
、
こ
の
中
で
「
此
法
ハ
分
裂
徽
菌

ノ
外
尚
細
胞
核
ノ
染
色
依
然
残
留
シ
テ
速
二
識
別
シ
難
キ
ガ
故

二
間
グ
ラ
ム
氏
ノ
法
ヲ
撰
用
ス
ベ
シ
妹
ル
ト
キ
ハ
細
胞
核
ヲ
シ

テ
全
ク
脱
色
セ
シ
メ
且
兼
テ
分
裂
徽
菌
ノ
色
素
ヲ
保
持
セ
シ
ム

ル
ヲ
得
ベ
シ
」
と
述
べ
て
い
る
。

細
菌
学
の
書
籍
は
一
八
九
一
年
（
明
治
二
十
四
）
の
遠
山
椿

吉
校
訂
田
中
豊
、
小
松
勘
蔵
共
訳
「
應
用
徽
菌
学
」
に
始
ま
り

そ
の
後
次
々
と
出
版
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
一
九
○
○
年
（
明

治
三
十
三
）
出
版
の
遠
山
椿
吉
、
植
村
碩
三
郎
幕
訳
「
新
撰
徽

菌
學
總
論
」
で
は
「
グ
ラ
ム
氏
着
色
法
」
の
項
で
は
組
織
切
片

の
染
色
で
の
識
別
は
述
べ
て
は
い
な
い
。
ま
た
一
九
○
三
年

（
明
治
三
十
六
）
出
版
の
北
里
柴
三
郎
校
閲
淺
川
範
彦
著
「
増
訂

実
習
細
菌
学
」
で
は
「
グ
ラ
ム
氏
切
片
染
色
法
」
と
し
て
本
法



日本医史学雑誌第51巻第2号(2005)235

の
染
色
法
が
「
特
別
切
片
染
色
法
」
の
項
に
入
っ
て
い
る
。
一

九
○
五
年
（
明
治
三
十
八
）
出
版
緒
方
正
規
校
閲
児
玉
豐
次
郎

著
「
実
用
徽
菌
学
」
で
は
グ
ラ
ム
染
色
法
の
章
で
「
（
ご
塗
抹

標
本
ノ
染
色
法
」
を
次
に
「
（
二
）
切
片
標
本
の
染
色
法
」
を
述

べ
そ
の
項
で
「
グ
ラ
ム
染
色
二
依
リ
テ
染
色
ス
ル
病
原
菌
」
と

「
グ
ラ
ム
染
色
二
依
リ
テ
脱
色
ス
ル
病
原
菌
」
の
項
に
夫
々
の
菌

名
を
並
べ
て
い
る
。
続
い
て
本
法
の
報
告
さ
れ
て
い
る
改
良
法

を
六
種
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
切
片
染
色
の
特
別
染
色
法

と
し
て
本
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
一
九
○
八
年
（
明
治
四

十
二
出
版
の
志
賀
潔
著
「
臨
床
細
菌
及
び
免
疫
学
」
に
も
み

ら
れ
る
。
そ
の
後
一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
出
版
の
志
賀
潔
著

同
書
（
増
訂
六
版
）
に
な
る
と
「
グ
ラ
ム
染
色
法
ハ
主
ト
シ
テ

細
菌
鑑
別
二
供
ス
又
染
色
シ
難
キ
細
菌
ノ
染
色
二
応
用
ス
・
」
と

あ
り
組
織
切
片
の
染
色
に
つ
い
て
は
全
く
述
べ
て
い
な
い
。

以
上
は
細
菌
学
者
の
内
容
の
一
部
に
本
法
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
た
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
一
○
年
（
明
治
四
十
三
）

に
は
名
倉
正
志
が
「
グ
ラ
ム
氏
染
色
法
二
就
テ
」
と
し
て
二
十

頁
に
及
び
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。
（
中
央
醤
学
会
雑
誌
九
十
号
）

緒
言
の
一
部
で
あ
る
が
「
吾
人
臨
床
上
最
モ
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ニ

シ
テ
然
モ
最
モ
簡
単
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
染
色
法
ト
ス
殊
二
類
似
菌
鑑

別
法
ト
シ
テ
臨
床
上
最
モ
屡
々
用
ヰ
ラ
レ
最
モ
債
値
多
キ
モ
ノ

ヲ
グ
ラ
ム
氏
染
色
法
ト
ス
出
デ
之
レ
ョ
リ
グ
ラ
ム
氏
染
色
法
ノ

歴
史
ヲ
述
べ
次
デ
余
ノ
研
究
事
項
ヲ
述
ベ
ン
」
と
述
べ
後
述
の

記
述
に
は
「
然
ル
ー
之
レ
ヲ
鏡
験
ス
ル
ニ
切
片
中
二
存
在
ス
ル

一
種
ノ
細
菌
ノ
ミ
ハ
コ
ノ
際
脱
色
セ
ズ
却
テ
非
常
二
強
ク
暗
色

ヲ
呈
ス
ル
ヲ
見
タ
リ
之
レ
實
二
菌
体
内
二
於
テ
沃
度
ノ
為
メ
不

溶
解
性
ノ
色
素
沈
着
ヲ
來
シ
タ
ル
ニ
依
ル
モ
ノ
’
一
シ
テ
グ
ラ
ム

氏
ハ
コ
ノ
法
ヲ
應
用
シ
テ
細
菌
ノ
着
色
ヲ
損
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
組

織
細
胞
核
ヲ
脱
色
セ
シ
メ
タ
リ
之
レ
ニ
依
テ
之
レ
ヲ
見
レ
バ
グ

ラ
ム
氏
染
色
法
ハ
固
有
ノ
染
色
法
ニ
ァ
ラ
ズ
シ
テ
却
テ
脱
色
法

殊
一
一
核
脱
色
法
ト
云
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
と
本
法
の
機
序
に
言

及
し
た
最
初
の
発
表
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
本
法
が
本
邦
に
最
初
に
紹
介
さ
れ
て
か
の
、
応
用
の
進

展
を
文
献
に
よ
り
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。


